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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電流調整器と、
　前記電流調整器に結合される制御器であって、
　負荷と関連するパルス幅変調（ＰＷＭ）制御信号であって、
　スイッチングモード電源の観点から負荷変化を生じさせる前記ＰＷＭ制御信号を受け取
り、
　前記制御信号に応答して前記電源のインダクタを介しての電流を前記電源に調節させ、
　前記電流調整器への前記制御信号の送出を遅延させ、前記制御信号の前記遅延の間に、
前記インダクタを介しての前記電流が、前記ＰＷＭ制御信号に関連するデューティーサイ
クルの逆に基づく負荷電流に比例する十分に安定した状態に増加することを許容するため
に、負荷変化の時間を遅延させる、
　ように構成されており、
　前記ＰＷＭ制御信号が１つ又はそれ以上の発光ダイオード（ＬＥＤ）をターンオンする
要求を含み、
　前記負荷が前記電流調整器を含む、前記制御器と、
　を含む装置であって、
　前記制御器が、
　前記ＰＷＭ制御信号内のパルスを受け取ることにより前記１つ又はそれ以上のＬＥＤの
ターンオンの要求を受け取り、



(2) JP 5812394 B2 2015.11.11

10

20

30

40

50

　前記ＰＷＭ制御信号内の前記パルスを遅延させて前記遅延されたパルスを前記電流調整
器に供給する、
　ように構成されている、装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置であって、
　前記制御器が前記電源の少なくとも１つのパラメータに基づいて特定されたレベルを適
応的に決定するように構成されている、装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の装置であって、
　前記制御器が、前記電源の出力に結合されているコンデンサにおける電圧スパイクを最
小とし、前記コンデンサからの可聴的ノイズを最小とするように構成されている、装置。
【請求項４】
　１つ又はそれ以上の発光ダイオード（ＬＥＤ）と、
　前記１つ又はそれ以上のＬＥＤに対して調整された電圧を発生するように構成されてい
るスイッチングモード電源であって、インダクタを含む、前記スイッチングモード電源と
、
　前記１つ又はそれ以上のＬＥＤを介する電流を制御するように構成されている電流調整
器であって、前記電流が前記調節された電圧に基づいている、前記電流調整器と、
　前記電流調整器に結合される制御器であって、
　（ｉ）前記１つ又はそれ以上のＬＥＤをターンオンする要求であって、パルス幅変調（
ＰＷＭ）制御信号を含む、前記要求を受け取り、
　（ｉｉ）前記電源に遅延期間の間に前記要求に応答して前記インダクタを介する電流を
増加させ、
　（ｉｉｉ）前記電流調整器に、前記遅延期間の後に前記要求に応答して前記１つ又はそ
れ以上のＬＥＤをターンオンさせ、前記制御信号の遅延の間に、前記インダクタを介した
前記電流が、前記ＰＷＭ制御信号に関連するデューティーサイクルの逆に基づく負荷電流
に比例する十分に安定した状態に増加することを許容するために、負荷変化の時間を遅延
させる、
　ように構成され、
　前記ＰＷＭ制御信号が前記１つ又はそれ以上のＬＥＤをターンオンする要求を含み、
　前記負荷が前記電流調整器を含む、前記制御器と、
　を含む、システムであって、
　前記制御器が、
　前記ＰＷＭ制御信号内のパルスを受け取ることにより前記１つ又はそれ以上のＬＥＤの
ターンオンの要求を受け取り、
　前記ＰＷＭ制御信号内の前記パルスを遅延させて前記遅延されたパルスを前記電流調整
器に供給する、
　ように構成されている、システム。
【請求項５】
　請求項４に記載のシステムであって、
　前記制御器が、前記電源の出力に結合されているコンデンサにおいて、電圧スパイクを
最小とし、可聴的ノイズを最小とするように構成されている、システム。
【請求項６】
　請求項４に記載のシステムであって、
　前記制御器が、前記電源の少なくとも１つのパラメータに基いて特定されたレベルを適
応的に決定するように構成されている、システム。
【請求項７】
　請求項４に記載のシステムであって、
　前記スイッチングモード電源がブーストコンバータを含む、システム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、大略、駆動システムに関するものである。更に詳細には、本開示は、パルス
幅変調（ＰＷＭ）調光制御を具備する発光ダイオード（ＬＥＤ）又はその他の負荷に対す
るインダクタ予備充電を具備する駆動システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　多くのシステムは、光を発生させるために発光ダイオード（ＬＥＤ）を使用する。これ
らのシステムは、しばしば、１個又はそれ以上のＬＥＤを介しての電流を制御し、それに
よりＬＥＤの明るさを制御するＬＥＤドライバを包含している。ＬＥＤドライバは、ＬＥ
Ｄのディミング即ち調光を制御するために使用されるパルス幅変調（ＰＷＭ）信号を受け
取ることも可能である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　多くのＬＥＤドライバは、電源によって発生される出力電圧をフィルターするためにセ
ラミックコンデンサを使用する。しかしながら、ＰＷＭ調光は電源の出力電圧において電
圧スパイクを形成する場合がある。セラミックコンデンサが使用される場合には、これら
の電圧スパイクはセラミックコンデンサにおいて可聴的なノイズを形成する場合がある。
従来のシステムは、しばしば、フィードフォワード（feed-forward control loops）制御
ループ（ロバスト即ち堅ろう性の問題を蒙る）又は高速過渡現象制御器（fast transient
 controllers）（可聴的ノイズを発生する場合がある）を使用してこの問題を解決すべく
試みている。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、以上の点に鑑みなされたものであって、上述した如き従来技術の欠点を解消
し改良した駆動システムを提供することを目的とする。更に詳細には、本発明は、パルス
幅変調（ＰＷＭ）調光制御を具備する発光ダイオード（ＬＥＤ）又はその他の負荷に対す
るインダクタ予備充電を具備する駆動システムを提供するものである。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】本発明に基いて発光ダイオード（ＬＥＤ）又はその他の負荷に対してインダクタ
予備充電を具備する例示的な駆動システムを示した概略図。
【図２】本発明に基いて図１の駆動システムと関連する例示的な波形を示した波形線図。
【図３】本発明に基いてインダクタ予備充電を使用してＬＥＤ又はその他の負荷の駆動の
ための例示的な方法を示したフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　以下に説明する図１乃至３及び本特許文書において本発明の原理を説明するために使用
する種々の実施例は、単に、例示的なものであって、本発明の範囲を制限するようなどの
ような態様においても解釈されるべきものではない。当業者等は、本発明の原理を適宜構
成された任意のタイプの装置又はシステムにおいて実現することが可能であることを理解
する。
【０００７】
　図１は、本開示に基く発光ダイオード（ＬＥＤ）又はその他の負荷に対するインダクタ
予備充電（inductor pre-charging）を具備する例示的な駆動システム１００を例示して
いる。この例において、駆動システム１００は、スイッチングモード電源１０２及び１個
又はそれ以上のＬＥＤストリング１０４ａと電流調整器１０６とによって形成されている
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負荷を包含している。電源１０２は、通常、入力電圧ＶＩＮを受け取り且つ調整された出
力電圧ＶＯＵＴを発生する。電源１０２は、バック（buck）、ブースト（boost）、ＳＥ
ＰＩＣ，又はフライバックコンバータなどの、調整した出力電圧を発生するための任意の
適宜の構成を包含している。入力電圧ＶＩＮは、バッテリ等の任意の適宜の電源によって
供給することが可能である。
【０００８】
　この例においては、電源１０２はブーストコンバータを表しており、それは入力電圧Ｖ

ＩＮよりも一層大きな出力電圧ＶＯＵＴを発生する。この特定の実現例においては、電源
１０２は、スイッチ１１０とダイオード１１２とに結合されているインダクタ１０８を包
含しており、該ダイオード１１２は出力コンデンサ１１４へ結合されている。インダクタ
１０８は、任意の適宜のインダクタンスを持った任意の適宜の誘導性構成を包含している
。スイッチ１１０は、パワートランジスタ等の任意の適宜のスイッチング装置を表してい
る。ダイオード１１２は電流の流れを実質的に一方向へ制限する任意の適宜の構成を表し
ている。注意すべきことであるが、ダイオード１１２は双方向の電流の流れを許容するス
イッチで置換させることが可能である。出力コンデンサ１１４は、セラミックコンデンサ
等の任意の適宜の容量を持った任意の適宜の容量性構成を包含している。電源１０２は、
通常、ゲート駆動信号を使用してスイッチ１１０を開閉させることによって動作し、その
場合に、ゲート駆動信号のデューティサイクルは所望の出力電圧ＶＯＵＴを与えるべく調
節することが可能である。
【０００９】
　各ＬＥＤストリング１０４ａ－１０４ｎは、１個又はそれ以上のＬＥＤ１１６を包含し
ている。各ＬＥＤ１１６は光を発生するための任意の適宜の半導体構成を包含している。
この例においては、ＬＥＤ１１６は直列結合されて１個のストリングを形成しており、且
つ複数のストリング１０４ａ－１０４ｎが並列に結合されている。しかしながら、ＬＥＤ
１１６の直列及び／又は並列接続が関与する任意のその他の形態を使用することも可能で
ある。
【００１０】
　電流調整器１０６は、ＬＥＤ１１６を介して流れる電流Ｉを調整する。幾つかの実施例
において、電流調整器１０６は、各ストリング１０４ａ－１０４ｎを介して等しい量の電
流が流れることを確保するために電流を調整する（しかしながら、等しい電流を使用する
ことが必要なものではない）。電流調整器１０６は、線形電流調整器等の１個又はそれ以
上のＬＥＤを介しての電流を調整するために任意の適宜の構成を包含している。
【００１１】
　この例においては、電流調整器１０６は、パルス幅変調（ＰＷＭ）調光制御の使用をサ
ポートしている。ＰＷＭ調光制御信号１１８をＬＥＤ１１６の明るさを調節するために使
用することが可能である。例えば、電流調整器１０６はＬＥＤ１１６を介しての電流Ｉを
ターンオン又はターンオフさせて、ＬＥＤ１１６を介しての平均電流を調節（従って、Ｌ
ＥＤの明るさを調節）することが可能である。このことは、ＰＷＭ制御信号１１８のデュ
ーティサイクルに基いて行うことが可能である。
【００１２】
　ＬＥＤ１１６の明るさにおける変化は、電源１０２に対する負荷変化として実効的に表
われる。従って、電源１０２の出力電圧ＶＯＵＴにおいて電圧スパイクが表われる場合が
ある。これらの電圧スパイクは出力コンデンサ１１４において可聴的なノイズを形成する
場合がある。この問題は、セラミック出力コンデンサ１１４が使用される場合に特に顕著
である場合がある。
【００１３】
　その可聴的なノイズは、スイッチングモード電源１０２の過渡的状態に起因して形成さ
れる場合がある。インダクタ１０８を介しての電流ＩＬは、ＬＥＤ１１６がターンオフさ
れる場合にほぼ０Ａであり且つＬＥＤ１１６がターンオンされる場合に一層高いものであ
る場合がある。その過渡的状態は、インダクタ電流ＩＬが約０Ａから定常状態値ＩＬＥＤ
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へ向けて迅速に増加する場合に発生する。この過渡的状態期間中に、ＬＥＤ電流Ｉの少な
くとも一部が出力コンデンサ１１４を放電することにより与えられる。このことは、出力
コンデンサ１１４において大きな電圧スパイクを形成させることとなり、可聴的なノイズ
を発生させることとなる。
【００１４】
　本開示によれば、駆動システム１００は、電源１０２の過渡的状態期間中に出力コンデ
ンサ１１４の放電を減少させるか又は最小とさせることによって出力コンデンサ１１４に
おいて形成される可聴的ノイズを減少させるか又は最小とさせることが可能である。この
ことは、例えば、ＬＥＤ１１６がターンオンされる時間を遅延させ、そのことがＬＥＤ電
流Ｉの増加を遅延させることにより達成することが可能である。このことは、出力コンデ
ンサ１１４の多くの（存在する場合）放電を必要とすること無しにインダクタ電流ＩＬが
増加することを許容し、それにより可聴的ノイズを減少させるか又は取り除いている。こ
の動作の例示的な詳細を図２に示してある。
【００１５】
　図２は、本開示に基く図１の駆動システム１００と関連する例示的な波形２００を例示
している。図２において、波形２０２はＰＷＭ調光制御信号１１８を表しており、且つ波
形２０４はＬＥＤ電流Ｉを表している。又、波形２０６はインダクタ電流ＩＬを表してお
り、且つ波形２０８はコンデンサ１１４を横断しての電圧を表している。
【００１６】
　図２に示した如く、波形２０２は時刻ｔ１において高へ移行する。通常は、このことは
ＬＥＤ１１６をターンオンさせ、ＬＥＤ電流Ｉをすぐさま増加させることとなる。しかし
ながら、この場合には、ＬＥＤ１１６を直ぐにターンオンさせる代わりに、駆動システム
１００は短い遅延を与え且つＬＥＤ１１６を時刻ｔ２においてターンオンさせる。時刻ｔ

２において、ＬＥＤ電流Ｉは定常状態レベルＩＬＥＤへ迅速に増加し且つＬＥＤ１１６を
して光を発生させる。
【００１７】
　ＬＥＤ１１６をターンオンさせる場合の遅延は、スイッチングモード電源１０２の過渡
的状態にほぼ又は正確に対応することが可能である。過渡的状態期間中、インダクタ電流
ＩＬは、約０Ａから理想的にはＩＬＥＤ／（１－ｄ）（注意すべきことであるが、電力損
失がこの式に影響を与える場合がある）として表される定常状態値又はその近傍へ増加す
る。この過渡的状態期間中に、出力コンデンサ１１４は幾らか放電するが、ＬＥＤ１１６
が時刻ｔ１においてターンオンされたとした場合のもの程ではない。その結果、出力コン
デンサ１１４の放電は減少させるか又は取り除くことが可能であり、そのことは、又、出
力コンデンサの電圧における電圧スパイクの過酷さを減少させる。
【００１８】
　過渡的状態の後に、スイッチングモード電源１０２は定常状態に入り、その場合に、イ
ンダクタ電流ＩＬは理想的に値ＩＬＥＤ／（１－ｄ）の回りでリップル動作する。この時
間期間中、出力コンデンサ１１４上の電圧も或る点の回りにリップル動作する場合がある
が、これらのリップルは小さく且つ周波数が高いものであり、従って、可聴的なノイズを
発生することは殆ど無いか又は全く無い。
【００１９】
　この様に、駆動システム１００は出力電圧ＶＯＵＴにおける電圧スパイクの数及び／又
は過酷性を減少させることが可能である。これらの電圧スパイクは出力コンデンサ１１４
における可聴的ノイズに関連しているので、このことは出力コンデンサ１１４によって発
生される可聴的ノイズを減少させるか又は除去する場合もある。このことは、例えば、出
力コンデンサ１１４としてセラミックコンデンサが使用される場合に特に有用である場合
がある。
【００２０】
　幾つかの実施例において、ＩＬＥＤの値は、しばしば、前以て分かっており、且つＩＬ

ＥＤ／（１－ｄ）におけるｄの値は、しばしば、入力及び出力電圧ＶＩＮ及びＶＯＵＴ及
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び／又は電源のパラメータの関数である。入力及び出力電圧ＶＩＮ及びＶＯＵＴは、典型
的に、オンラインで測定することが可能であり、ＩＬＥＤ／（１－ｄ）の値は、しばしば
、システム１００において適応的に決定することが可能であることを意味している。
【００２１】
　ＬＥＤ１１６をターンオンする場合の遅延をサポートするために、駆動システム１００
は制御器１２０を包含している。制御器１２０は、スイッチングモード電源１０２の過渡
的状態期間中に出力コンデンサ１１４の放電を減少させるか又は最小とさせることを助け
るために種々のオプションを実施することが可能である。例えば、制御器１２０は入力及
び出力電圧を測定し且つＩＬＥＤ／（１－ｄ）の値を計算することが可能である。制御器
１２０は、又、制御信号１１８を受け取ることが可能である。制御信号１１８が高へ移行
することを検知することに応答して（図２における如く）、制御器１２０は電源１０２を
してインダクタ電流ＩＬが増加することを開始させることが可能である。インダクタ電流
ＩＬがスレッシュホールド点（定常状態値ＩＬＥＤ／（１－ｄ）など）に到達すると、制
御器１２０は電流調整器１０６への制御信号１１８内に高パルスを与えることが可能であ
る。このことは電流調整器１０６をしてＬＥＤ１１６をターンオンさせる。制御器１２０
は実効的に制御信号１１８を遅延させ、従って、電流調整器１０６がＬＥＤをターンオン
させる時間を遅延させ、インダクタ電流ＩＬが増加することを許容し且つ出力コンデンサ
１１４の放電を減少させる。
【００２２】
　注意すべきことであるが、ＬＥＤ１１６をターンオンさせる場合の遅延は数マイクロ秒
に過ぎない場合があり、そのことは、調光周波数が比較的に遅い場合に（例えば、約１ｋ
Ｈｚに対して約２００Ｈｚ）は無視可能なものである場合がある。更に注意すべきことで
あるが、このアプローチは調光サイクルの全範囲にわたり高度にロバストなものである場
合がある。更に、注意すべきことであるが、出力コンデンサ１１４の容量を減少させるこ
とは、通常、システム１００の過渡的及び定常状態応答の両方に提供を与える。しかしな
がら、ここでは、出力コンデンサ１１４の容量を減少させることは、システム１００の定
常状態応答に顕著に影響を与えるに過ぎない。過渡的状態期間中の電圧降下は減少される
か又は取り除かれる場合があり、その結果電圧アンダーシュートはより少なくなる。その
結果、電源１０２の公称出力電圧は一層低く設定することが可能であり、一層高い周波数
を得ることが可能であり、且つより小型であるか又はより廉価な出力コンデンサ１１４を
使用することが可能である。
【００２３】
　上の説明では制御器１２０がＩＬＥＤ／（１－ｄ）の値を決定するものとして説明して
あるが、このことは必ずしも必要なことではない。例えば、制御器１２０は電源１０２を
してＰＷＭ調光制御信号１１８におけるパルスに応答してインダクタ電流ＩＬを増加させ
ることを開始させる場合があり、且つ制御器１２０は、次いで、固定又は可変遅延の後に
、ＰＷＭ調光制御信号１１８を電流調整器１０６へ供給する場合がある。固定遅延は予測
されるＶＩＮ及びＶＯＵＴ値に基いて推定される短い遅延を表すことが可能である。可変
遅延は任意のその他の適宜の特性に基くものとすることが可能である。
【００２４】
　制御器１２０は、電源の出力電圧におけるスパイクを減少させるか又は最小とさせるた
めに駆動システムを制御するための任意の適宜の構成を包含している。制御器１２０は、
例えば、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ、フィー
ルドプログラマブルゲートアレイ、又は応用特定集積回路とすることが可能である。
【００２５】
　図１に示した例において、電源１０２によって駆動される負荷は、ＬＥＤ１１６及び電
流調整器１０６を包含している。又、電流調整器１０６に対する制御信号１１８を遅延さ
せることにより可聴的ノイズを減少させるか又は最小とさせることが可能であり、そのこ
とは（電源１０２の観点から）インダクタ電流ＩＬが増加する迄負荷変化を実効的に遅延
させる。しかしながら、インダクタ電流ＩＬが増加することを許容するために負荷変化を
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遅延させるこの技術は、任意の適宜の負荷と共に使用することが可能であり、且つ単にＬ
ＥＤと共に使用することに制限されるものではない。又、負荷変化を遅延させるために、
ここでは、電流調整器１０６に対する制御信号１１８を遅延させることが使用されている
が、負荷変化を遅延させるために任意の適宜の技術を使用することが可能である。更に、
上の説明はインダクタ電流ＩＬが増加することを可能とさせるために負荷変化をどのよう
にして遅延させるかについて説明している。インダクタ電流ＩＬが減少することを可能と
するために（例えば、ＬＥＤ１１６がターンオフされる場合）、制御器１２０は、ＬＥＤ
１１６をターンオフする前に、ＬＥＤ電流Ｉが約０Ａへ降下することを許容するためにス
イッチ１１０のスイッチングを停止させることが可能である。
【００２６】
　図１はインダクタ予備充電を具備する駆動システム１００の１例を例示しているが、図
１に対して種々の変更を行うことが可能である。例えば、システム１００は任意の数の電
源、ＬＥＤ、ＬＥＤストリング、電流調整器、及び制御器を包含することが可能である。
又、図１に示した機能的分割は例示的なものに過ぎない。図１における種々のコンポーネ
ントを結合させ、更に細分化し、又は省略することが可能であり、且つ付加的なコンポー
ネントを特定の必要性に従って付加させることが可能である。特定の例として、図１にお
いてはブーストコンバータが示されているが、電源１０２はその他のスイッチングコンバ
ータを実現することが可能である。別の特定の例として、制御器１２０は電流制御器１０
６又は電源１０２内に組み込むことが可能である。図２は図１のＬＥＤ駆動システム１０
０と関連する波形２０２－２０８の例を例示しているが、図２に対して種々の変更を行う
ことが可能である。例えば、図２は駆動システム１００において表われる場合がある波形
を例示しているに過ぎない。波形２０２－２０８によって表される信号は、駆動システム
１００の動作期間中に、変化する場合があり且つその他の特性を有する場合がある。
【００２７】
　図３は、この開示に基くインダクタ予備充電を使用してＬＥＤ又はその他の負荷の駆動
に対する例示的な方法３００を例示している。図３に示した如く、負荷を調節するための
制御信号がステップ３０２において受け取られる。このことは、例えば、システム１００
内の制御器１２０がＰＷＭ調光制御信号１１８を受け取ることを包含することが可能であ
る。制御信号１１８は、ＬＥＤ１１６がターンオンされるべき時に高へパルス動作するこ
とが可能である。しかしながら、注意すべきことであるが、該制御信号は任意のその他の
負荷変化と関連させることが可能である。
【００２８】
　それに応答して、ステップ３０４において、電源が動作されてインダクタ電流を変化さ
せることを開始する。このことは、例えば、制御器１２０がスイッチ１１０を制御するた
めのゲート駆動信号を発生することを包含することが可能である。該ゲート駆動信号は、
インダクタ電流ＩＬを増加させる必要な出力電圧ＶＯＵＴを発生することを開始するため
に、スイッチ１１０を開閉させることが可能である。
【００２９】
　該負荷への該制御信号の送給はステップ３０６において変更される。このことは、例え
ば、ＰＷＭ調光制御信号におけるパルスを電流調整器１０６へ送る前に、インダクタ電流
ＩＬが或るスレッシュホールド値へ増加することを制御器１２０が待機することを包含す
ることが可能である。該スレッシュホールド値は適応的に決定することが可能である。例
えば、ＬＥＤ駆動システム１００がＰＷＭ調光制御信号１１８の新たな値を受け取るたび
に、制御器１２０は入力電圧ＶＩＮ及び出力電圧ＶＯＵＴを測定し、次いで、出力電圧Ｖ

ＯＵＴを維持するために必要なデューティサイクルｄを決定することが可能である。デュ
ーティサイクルｄは、ＰＷＭ調光制御信号１１８の新たな値に対してＩＬＥＤ／（１－ｄ
）の値を計算するために使用することが可能である。次にＰＷＭ調光制御信号１１８の値
を受け取ると、制御器１２０は、計算されたスレッシュホールド値ＩＬＥＤ／（１－ｄ）
を受け取ることが可能である。
【００３０】
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　該制御信号は、ステップ３０８において、負荷へ供給され、且つ本システムはステップ
３１０において該負荷を介して電流を供給するために動作される。このことは、例えば、
制御器１２０が電流調整器１０６に対してＰＷＭ調光制御信号１１８において高パルスを
与えることを包含することが可能である。電流調整器１０６は、次いで、ＬＥＤ電流Ｉを
ＬＥＤ１１６を介して流れることを可能とさせ、ＬＥＤ１１６をターンオンさせるべく動
作させることが可能である。しかしながら、ＬＥＤ１１６は該遅延の後にターンオンされ
、そのことは、出力コンデンサ１１４を著しく放電させることなしに、インダクタ電流Ｉ

Ｌが増加することを許容する。このことは、そうでなければ、出力コンデンサ１１４にお
いて可聴的ノイズを形成する場合がある大きな電圧スパイクを回避することに貢献する。
【００３１】
　図３はインダクタ予備充電を使用してのＬＥＤ駆動のための方法３００の１例を例示し
ているが、図３に対して種々の変更をなすことが可能である。例えば、一連のステップと
して示してあるが、図３における種々のステップは、オーバーラップするか、並列的に発
生するか、異なる順番で発生するか、又は複数回発生することが可能である。特定の例と
して、制御器１２０は、インダクタ電流ＩＬが増加することを許容するために、ＬＥＤ１
１６がターンオンされる場合に、制御信号１１８を遅延させることが可能である。制御器
１２０は、又、ＬＥＤ１１６をターンオフさせる前に、インダクタ電流ＩＬが減少するこ
とを許容するための手続を取ることが可能である。いずれの場合においても、制御器１２
０は、出力コンデンサ１１４における電圧スパイクを減少させるか又は最小とさせるため
に、電流調整器１０６への制御信号１１８の送給を調節する。
【００３２】
　本特許文書において使用した或る単語及び用語の定義を説明することが有益的である場
合がある。「結合」という用語及びその派生語は、互いに物理的に接触しているか否かに
拘わらずに、２個又はそれ以上のコンポーネントの間の直接的又は間接的な通信のことを
意味している。「包含する」及び「有する」という用語、及びそれらの派生語は、制限無
しでの包含のことを意味している。「又は」という用語は包含的であって、及び／又はの
ことを意味している。「と関連する」及び「それと関連する」という用語及びそれらの派
生語は、包含すること、その中に包含されること、それと相互接続すること、含有するこ
と、その中に含有されること、それに又はそれと接続すること、それに又はそれと結合す
ること、それと通信可能であること、それと協働すること、インターリーブすること、並
置すること、近接させること、それに近接していること、それに又はそれと共にバインド
されていること、持っていること、その特性を持っていること、それに対し又はそれと共
に関係を有していること等を意味する場合がある。
【００３３】
　この開示は或る実施例及び概略関連する方法を記載しているが、これらの実施例及び方
法の変更例及び変形例は当業者にとって明らかである。従って、上の例示的実施例の説明
は本発明を定義付けするものでも拘束するものでもない。その他の変形例、置換例、及び
変更例も特許請求の範囲に定義される如き本発明の精神及び範囲を逸脱することなしに可
能なものである。
【符号の説明】
【００３４】
１００：　駆動システム
１０２：　スイッチングモード電源
１０４：　ＬＥＤストリング
１０６：　電流調整器
１１６：　ＬＥＤ
１２０：　制御器
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